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研究成果の概要（和文）：本研究課題では、行動経済学的手法とMRIなどを組み合わせて、自閉スペクトラム症
（ASD）における意思決定や行動選択の柔軟性低下について調査した。ASD群では、定型発達群と比較して、処罰
が関係する場面で、集団間バイアスが低下していることが示唆された。また、利他的な協力行動において、共感
性との関係を検証することが、疾患特異性を探る上で重要であることが支持された。さらに、心の理論と認知的
柔軟性の共通した神経基盤に、右中前頭回と側頭頭頂接合部を中心とした脳領域が重要な役割を果たしているこ
とが示された。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we investigated intergroup bias in individuals 
with autism spectrum disorder (ASD) and typical development (TD) by modifying a third-party 
punishment paradigm. The intergroup bias was attenuated in the ASD group compared with the TD group.
 We also found that empathy plays an important role in individual differences in altruistic 
cooperation (AC) among adults with and without ASD, although the role could be different depending 
on the types of AC-related behavior between TD and ASD populations. In addition, individual 
differences in cognitive flexibility were associated with the strength of neural activity in the 
right middle frontal gyrus and temporoparietal junction during the theory of mind processing. These 
findings deepen the understanding of altered decision-making and socioeconomic behaviors in 
individuals with ASD.

研究分野： 精神医科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究課題を通して、ASDの意思決定や行動選択における柔軟性低下を多角的に検証した。共感性や注意機能、
右中前頭回と側頭頭頂接合部を中心とした脳領域の重要性が支持された。本研究成果を、ASDの異種性の観点か
らさらに深く検証することで、同疾患群の効果的な心理社会的介入、新規治療法を検討する基盤につながること
が期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

自閉スペクトラム症(ASD)などの発達障害では、柔軟性の低下が広く認めら、同疾患群の社
会参加の妨げになっていることが報告されている  [Luke et al., Autism. 2012; Fujino et al., 
Psychiatry Res. 2019]。研究代表者らはこれまで、行動経済学的/神経経済学的手法を用いて、道徳
観、共感性、曖昧性、公平性などの複雑な要素が関わる行動特性を、客観的・定量的に評価し、
社会生活で重要かつ頻度の高い文脈における、意思決定や行動選択の神経基盤を報告してきた 
[Fujino et al., Neuroscience. 2017; Tei et al., Sci Rep. 2017]。また、これらの研究を応用し、不確実な
状況 [Fujino et al., Mol Autism. 2017]、過去の投資が関わる状況 [Fujino et al., J Autism Dev Disord. 
2019]、道徳観や公平性が関わる状況 [Tei et al., Autism Res. 2019]における、ASD の意思決定を調
査し、同疾患群では、定型発達(TD)群と比較して、経済学的に合理的な意思決定パターンを示す
ものの文脈感受性が低く、状況に即して柔軟な意思決定を行うことに困難さがあることを報告
してきた。 
 
 
２．研究の目的 

本研究課題では、これまでの一連の研究成果をもとに、ASD の意思決定や行動選択の強み
や困難さのメカニズムを、社会神経科学・神経経済学的手法を用いて多面的に検証することで、
ASD の病態解明、効果的な心理社会的介入やニューロモデュレーションなど新規治療開発への
基盤作りを目指す。 
 
 
２．研究の方法 

TD 群、ASD 群を対象に、集団での行動や利他的協力に関する意思決定を調査した。また、
心の理論に関する fMRI 課題中の脳活動と、認知的柔軟性の関連に関して調査した。 
 
 
４．研究成果 

先行研究に基づき  [Baumgartner 
et al., Neuroimage. 2015; Ferh et al., Evol 
Hum Behav. 2004]、third party punishment 
paradigm を改変し、処罰行動における
集団間バイアスを評価する課題を作成
した（図 1）。この課題において被験者
は、提案者が受取者に対してお金の分
配を行う状況（独裁者ゲーム）を、第
三者として評価することを求められ
た。集団間バイアスを定量化するため
に、グループ状況が異なる条件[提案者
（内集団）/受取者（外集団）、提案者
（外集団）/受取者（内集団）]を作成し
た。23 名の成人 ASD と、年齢・喫煙
状況・IQ に有意な群間差を認めない 24
名の TD 群を解析対象とした。選択に
かかった反応時間は、定型発達群と
ASD 群で有意差のある条件を認めな
かった。しかし、ASD 群では TD 群と
比較して、外集団が内集団に不公平な
提案をした時と内集団が外集団に不公
平な提案をした時に、処罰のために使
用した金額の差、すなわち集団間バイ
アスが低下していることが示唆された
（図 2）。また、この傾向は、向精神薬
の影響を排除しても、実質的な変化を
認 め な か っ た  [Qian et al., Front 
Psychiatry. 2022]。 

また、TD 群、ASD 群を対象に、利他的な協力行動の個人差に関する解析を行なった。分配
に関する課題や改変した最後通牒ゲームの得点は、両群で有意差を認めなかった。TD 群と ASD
群において、利他的協力行動の個人差と共感性に関する機能が関連していたが、その関係性が両
群で一部異なっていた。共感性をさらに深く検証していくことが、ASD の社会的行動のメカニ



ズムを理解する上で重要であることが示唆された。 
TD 群を対象に、心

の理論に関する fMRI課
題中（図 3）の脳活動と、
認知的柔軟性の関連に
関して調査した。心の
理論に関する処理を行
なっている間、中前頭
回、下前頭回、扁桃体、
楔前部、側頭頭頂接合
部を中心とした幅広い
脳領域に脳活動を認めた。この中で、特に、右中前頭回と側頭頭頂接合部の脳活動のレベルが、
認知的柔軟性の個人差と関連し、心の理論と認知的柔軟性の共通した神経基盤となっている可
能性が示唆された [Sami et al., Behav Brain Res. 2023、図 4]。これらの結果をもとに、ASD の意
思決定パ ターンにおける強みや困難さのメカニズムに関する知見を多面的に検証し、発達障害
を専門とする他職種での議論を通じて、同疾患群の心理社会的介入法・新規 治療法開発に関す
る考察を深めていきたいと考えている。 
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